
20240７

★印はカトリック関連

平和の使徒推進本部 正義と平和推進デスクでは、教会が社会へ発信しているメッセージや社会の中で活動す

る団体の情報をお知らせします。社会へのチャレンジの第一歩として、積極的にご参加ください。

★司教団『見よ、それはきわめてよかった

――総合的なインテグラルエコロジーへの招き』

7 月発売 880 円税込み

日本司教団文書：教皇回勅『ラウダート・シ』を土台にして、「すべてのいのち

を守るための取り組みに参加するよう呼びかける」ための指針になります。

インテグラル・エコロジーとは

★「沖縄慰霊の日にあたり」 | 日本カトリック正義と平和協議会

「沖縄慰霊の日」とは、1945 年 6 月 23 日、沖縄戦での日本軍が組織的な戦闘が終わった日（日本軍司

令官牛島満中将の自決）とされています。実際はその後も戦闘が続き、米軍が沖縄戦終了を宣言したのが、

7 月 2 日。降伏調印式が行われたのは、9 月 2 日。沖縄戦では、日米合わせて 20 万人以上の犠牲者が出

ています。

●【全文】沖縄全戦没者追悼式 平和の詩「これから」朗読 (youtube.com)

沖縄県立宮古高等学校 3 年 仲間友佑さん （琉球新報デジタル）

★カトリック那覇教区ホームページ | 日本最南端のカトリック司教区 (catholic.jp)

那覇教区ウエイン・バーント司教様の平和メッセージです。

那覇教区では毎年 6 月 23 日小禄教会で朝ミサを捧げ、魂魄の塔までの 15km の道のりを祈

りながらの平和巡礼を行われています。 (写真：那覇教区 山田圭吾さん提供）

«小禄教会 朝ミサ» «魂魄の塔»

社会司牧通信

https://www.cbcj.catholic.jp/2024/06/17/29992/
https://www.cbcj.catholic.jp/2024/06/17/29992/
https://laudatosi.jp/2023/05/15/755/
https://www.jccjp.org/archives/3480.html
https://www.youtube.com/watch?v=D3jJREbae4k
http://www.naha.catholic.jp/


チャレンジコラム vol.21

『エコロジーに向かう回心のための霊的な旅路 vol.2』

ロクスひよりやま キャプテン 中井 淳 sj

（旧下関労働教育センター イエズス会神父）

先月号で触れたのですが、再び、6 月の最後の週に、

二日間、周防大島の祈りの家でラウダート・シの黙想

プログラムをしました。スタッフ 5 名の他は新しい参

加者はいなかったのですが、まだ私たち自身がこのエ

コロジカルな回心のための霊的な旅路を一通り最後ま

で終わっていないので、それを私たちがきちんと歩ん

でからというサインなのだなと思いました。

昨年の 8 月にフランスに行った際に偶然に出会った、

ラウダート・シを主題にしてイグナチオの「霊操」を

行うための本、「エコロジーに向かう回心のための霊

的な旅路」は、遂に翻訳を一通りし終え、今年度の社

会教説でもテキストとして使うために製本が完了しま

した。その本を手にしながら黙想をすることで気持ち

も引き締まりました。

前回は 3 日目まで行ったので、今回は、四日目、五

日目です。自然を搾取し、傷つけてしまうこの社会の

罪の構造を見つめます。この世界を癒すために、神様

は教会が地球を癒すための道具になるようにと呼びか

けます。ある意味ですでに暴力の洪水となっているこ

の世界において、自然と人々を救っていく船に教会は

なれるのでしょうか。被造物たちを救いたい神の思い

を感じました。五日目は、さらに自分自身の罪を見つ

めます。知らず知らずのうちに、この「急かし」の社会の歯車となってしまっていないか。自分の日々の

行動を動かしている動機は、深い望みから来るものだろうか。あるいは、社会の罪の構造に属するものか

ら来るのだろうか。私は果たして「山の身になって考えているだろうか」。日々の自分自身の振り返りの

中にエコロジー的な視点を持つことへの呼びかけを感じました。そして、地球が深刻な危害を受けている

中で、自分はそれを目の当たりにはしない場所であぐらをかいていないだろうか。傍観者となってはいな

いだろうか。この地球を癒すためにさらなる一歩を踏み出すことに躊躇しているのではないか。私自身の

罪の傾きが見えてきました。

私自身がまずは、このプログラムを提供していくために、エコロジカルな回心の道を歩んでいかなけれ

ばならないのだと胸に刻みました。引き続き、ラウダート・シデスクは、このラウダート・シ黙想プロジ

ェクトのご案内を皆さんに送り続けます。ぜひ、一緒に歩んでいきましょう。

★カトリック広島教区 セクシャル・ハラスメント相談窓口 ：広島教区子どもと女性の人権擁護デスク★

受付時間 木曜日（祝日を除く）9:00～16:00 電話番号 ０８０－９７９５－３６７６

メール：desk-hiroshima@catholic.hiroshima.jp

＊＊＊H･Social＊＊H･Social＊＊H･Social＊＊H･Social＊＊H･Social＊＊H･Social＊＊＊

『ともに歩むあたたかさのある教会をめざそう～あたたかさの源泉に立ち返る（典礼活動）』

発行 カトリック広島教区 平和の使徒推進本部 正義と平和推進デスク

TEL：082-221-6613 FAX：082-221-6019

info@social-desk.net

ホームページ https://www.social-desk.net/
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